
遼寧だより（令和７年８、９月） 
 

■８、９月の実施事項 

８/26（火）              渡航（成田→瀋陽：飛行機）       

８/28（木）              神奈川県・遼寧省・京畿道による 

青少年国際スポーツ交流大会 

９/１（月）              授業開始               …（１） 

９/６（土）～９/８（月） 富山県、佐賀県青少年友好交流代表団訪問…（２） 

９/22（月）             富山県立大学教授、富山県大連事務所長の瀋陽師範大学訪問 

                「日语角」（日本語コーナー）実施     …（３） 

９/25（木）        在瀋陽日本国総領事館訪問 

９/28（日）～９/29（月） 瀋陽師範大学運動会 

 

（１）授業開始 

 中国に滞在するための手続きを経て、９月１日から授業に参加しました。中国

では一般的に９月から新学期が始まりますが、今年は８月 25 日から授業が始ま

っていたため、始業式には参加できませんでした。 

 私が在籍している瀋陽師範大学は、瀋陽市繁華街の北部にある省立の大学で、

中国東北部で最も早く設立された教育大学の１つです。生徒数は約 2 万 4000 人

で、広大な敷地には自然があふれており、様々な動物と触れ合うことができます。

外国人留学生を対象とする教育機関である「国際教育学院」には、多くの外国人

留学生が在籍しており、複数の日本人留学生も在籍しています。 

 富山県からの派遣職員は、国際教育学院に在籍し、中国語研修生として留学生

活を送ります。中国語コースのクラスは難易度の高い順に高級（３クラス）、中

級（２クラス）、初級（３クラス）に分けられており、自分のレベルに合わせて

勉強することができます。私は現在、初級クラスを受講しています。（時間割は

下表のとおり） 

 私の所属しているクラスには、ロシア、インド、カザフスタン、ヨルダンなど

様々な国から来た留学生が在籍しています。積極的に授業に参加するクラスメ

イトに刺激をもらいながら、日々の授業に励んでいます。クラスメイトと自国の

文化等について中国語で交流しており、今後も他国の文化について勉強してい

きたいと思います。 



時間割 

 月 火 水 木 金 

8:20~ 

9:55 
中国語総合 

中国語実訓 中国語実訓 リスニング  

10:10~ 

11:45 
中国語総合 リスニング 中国語総合 中国語総合 

13:15~ 

15:50 

HSK４級 

対策 
リスニング  中国語実訓 中国語実訓 

 

 

（２）富山県、佐賀県青少年友好交流代表団訪問 

 ９月６日（日）～９月 10 日（水）に、富山県及び佐賀県の学生が瀋陽市及び

大連市を訪問しました。富山県からは、富山大学、富山県立大学、富山国際大学、

富山高等専門学校の学生が参加しました。 

 瀋陽市では、遼寧省博物館、瀋陽故宮、北稜公園を見学したほか、東北大学を

訪問し、日本語を勉強している学生との交流を行いました。瀋陽故宮や北稜公園

は世界遺産になっており、美しい歴史的建造物が多く残っています。今回はガイ

ドさんの説明を聞きながら施設を見学することができ、建造物の歴史的重要さ

を知る良い機会になりました。東北大学では、グループに分かれてフリートーク

を行いました。学生間で積極的に交流しており、連絡先を交換するなど有意義な

時間になったと思います。参加した学生からは、今回の訪問を通じて中国に対す

る見方が変わったという意見がありました。若い世代の交流を通じて、今後、ま

すます富山県と遼寧省の絆が深まっていくことを願っています。 

 



（３）富山県立大学教授、富山県大連事務所長の瀋陽師範大学訪問及び「日语角」

実施 

 ９月 22 日（月）に、富山県立大学の清水教授と富山県大連事務所の川村所長

が瀋陽師範大学を訪問しました。 

 午前中に国際交流合作処の胡泊副処長等を訪問し、瀋陽師範大学と富山県立

大学との連携について協議しました。瀋陽師範大学は東北大学や北海道大学な

ど 184 校もの姉妹校があり、積極的に国際交流を行っています。富山県立大学

との連携に関しても関心を示しており、とても有意義な意見交換となったと思

います。 

 午後からは、日本語授業及び日本語コーナーに参加しました。授業では、江戸

時代の漢文について勉強しました。授業はほとんど日本語で行われ、時には専門

用語も使われており、日本語学生のレベルの高さを感じました。日本語コーナー

では、日本語を勉強する学生と日本語で交流しました。清水教授から日本や富山

県に関するクイズもあり、とても盛り上がりました。遼寧省に来たばかりで、中

国人学生と交流する機会がまだ少ないので、このような交流を大切にしていき

たいと思います。 

 


